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運輸安全委員会の最終報告に対し組合声明を公表運輸安全委員会の最終報告に対し組合声明を公表
内航貨物船「白虎」と外国籍船「ウルサンパイオニア」との海難事故内航貨物船「白虎」と外国籍船「ウルサンパイオニア」との海難事故

の
浸
水
・
沈
没
を
早
め
、
避
難
が

困
難
と
な
り
人
的
被
害
が
拡
大
し

た
と
考
え
ら
れ
る
が
、
そ
こ
は
触

れ
ら
れ
て
い
な
い
。
ま
た
、「
ウ

ル
サ
ン
パ
イ
オ
ニ
ア
」
が
海
上
交

通
セ
ン
タ
ー
か
ら
の
指
示
を
無
視

し
て
、
輻
輳
す
る
航
路
の
出
入
口

付
近
を
横
断
す
る
進
路
を
取
っ
た

こ
と
も
軽
視
さ
れ
て
い
る
。

　
さ
ら
に
は
、
事
故
発
生
後
の
初

動
調
査
は
極
め
て
重
要
で
あ
る
と

思
わ
れ
る
が
、「
ウ
ル
サ
ン
パ
イ

オ
ニ
ア
」
の
船
員
に
対
す
る
十
分

な
調
査
・
審
問
が
行
わ
れ
た
と
は

言
い
難
い
。
１
審（
地
方
裁
判
所
）

お
よ
び
２
審
（
高
等
裁
判
所
）
に

お
い
て
「
ウ
ル
サ
ン
パ
イ
オ
ニ
ア
」

船
長
に
操
船
上
の
落
ち
度
が
あ

っ
た
と
の
結
論
は
出
さ
れ
て
い
る

が
、
十
分
な
審
理
が
行
わ
れ
た
と

は
言
え
ず
、
裁
判
中
に
調
査
報
告

が
公
表
さ
れ
て
い
れ
ば
司
法
に
よ

る
事
故
責
任
に
対
す
る
判
断
も
適

切
に
行
わ
れ
て
い
た
と
考
え
る
。

迅
速
な
原
因
究
明
と

報
告
を
要
請

　
本
組
合
と
し
て
、
船
員
が
安
心

し
て
海
上
輸
送
に
従
事
で
き
る
よ

公
表
さ
れ
た
こ
と
に
対
し
て
厳
し

く
指
摘
し
た
。

運
輸
安
全
委
員
会
の

怠
慢

　
運
輸
安
全
委
員
会
は
旧
海
難
審

判
庁
の
組
織
改
編
に
よ
り
、
公
正

・
中
立
な
立
場
で
科
学
的
か
つ
客

観
的
な
事
故
原
因
の
究
明
を
行
う

こ
と
を
目
的
に
業
務
分
割
に
よ
り

設
立
さ
れ
た
機
関
で
あ
る
に
も
関

わ
ら
ず
、
こ
こ
ま
で
遅
れ
た
こ
と

に
疑
義
を
抱
く
と
と
も
に
業
務
怠

慢
で
あ
る
と
感
じ
る
。
も
し
、
こ

れ
が
海
難
に
対
す
る
知
見
・
専
門

性
を
有
す
る
旧
海
難
審
判
庁
で
あ

れ
ば
よ
り
迅
速
に
事
故
調
査
・
報

告
が
な
さ
れ
た
の
で
は
な
い
か
。

　
続
い
て
、
調
査
報
告
内
で
は

「
白
虎
」
が
予
定
通
り
の
進
路
に

向
け
て
変
針
し
た
こ
と
を
殊
更
に

問
題
視
し
、「
ウ
ル
サ
ン
パ
イ
オ

ニ
ア
」
を
混
乱
さ
せ
、
さ
ら
に
は

「
白
虎
」
の
沈
没
は
船
の
性
能
を

良
く
認
識
し
て
い
な
い
「
白
虎
」

の
乗
組
員
に
責
任
が
あ
る
よ
う
に

論
じ
て
い
る
。
し
か
し
な
が
ら
、

衝
突
後
に
「
ウ
ル
サ
ン
パ
イ
オ
ニ

ア
」
が
後
進
し
た
こ
と
で
「
白
虎
」

　
２
０
２
５
年
10
月
30
日
に
運
輸

安
全
委
員
会
よ
り
、
２
０
２
１
年

5
月
27
日
来
島
海
峡
航
路
西
口
付

近
で
内
航
貨
物
船
「
白
虎
」
と
外

国
籍
船
「
ウ
ル
サ
ン
パ
イ
オ
ニ
ア
」

が
衝
突
し
た
海
難
事
故
に
関
す
る

事
故
調
査
報
告
が
公
表
さ
れ
た
。

　
本
件
海
難
事
故
で
は
、
公
正

を
欠
い
た
司
法
判
断
に
よ
り
「
白

虎
」
の
日
本
人
航
海
士
の
み
に

拘
禁
刑
が
科
せ
ら
れ
、「
ウ
ル
サ

ン
パ
イ
オ
ニ
ア
」
の
船
長
は
不
起

訴
と
な
っ
た
こ
と
を
踏
ま
え
、
本

組
合
は
２
０
２
４
年
９
月
17
日
に

「
公
正
を
欠
く
司
法
判
断
に
対
す

る
声
明
」
を
公
表
し
、
同
年
10
月

28
日
に
運
輸
安
全
委
員
会
に
対
し

て
「
迅
速
な
事
故
原
因
の
究
明
と

事
実
情
報
の
開
示
」
に
つ
い
て
申

し
入
れ
を
行
い
強
く
要
請
し
て
い

た
。

　
こ
れ
を
受
け
、
２
０
２
６
年
１

月
23
日
に
海
員
組
合
本
部
に
お
い

て
、
平
岡
英
彦
国
内
局
長
、
立
川

博
行
政
策
局
長
、
田
川
総
合
法
律

事
務
所
の
田
川
俊
一
弁
護
士
、
黒

田
直
行
弁
護
士
が
出
席
の
も
と
記

者
会
見
を
開
催
し
、
は
じ
め
に
平

岡
英
彦
国
内
局
長
よ
り
、
事
故
か

ら
４
年
以
上
も
経
過
後
に
報
告
が

う
、
海
難
事
故
に
お
け
る
運
輸
安

全
委
員
会
に
よ
る
早
急
な
事
故
原

因
の
究
明
と
事
実
関
係
の
全
面
的

な
開
示
と
と
も
に
、
十
分
な
事
実

関
係
に
基
づ
く
タ
イ
ム
リ
ー
か
つ

迅
速
な
最
終
報
告
が
な
さ
れ
る
こ

と
を
強
く
求
め
た
。

過
失
割
合
は
５
対
５

検
察
が

外
国
人
に
忖
度

田
川
俊
一　

法
律
顧
問

　
運
輸
安
全
委
員
会
の
事
故
調

査
報
告
を
分
析
す
れ
ば
、「
白
虎
」

と
「
ウ
ル
サ
ン
パ
イ
オ
ニ
ア
」
の

責
任
の
割
合
は
５
対
５
と
読
め

る
。
こ
れ
を
他
の
責
任
追
及
に
利

用
し
て
は
な
ら
な
い
と
書
い
て
い

る
が
、
そ
の
よ
う
な
こ
と
は
な
い
。

客
観
的
な
事
実
に
つ
い
て
は
そ
れ

を
引
用
し
て
も
構
わ
な
い
。
こ
れ

を
し
な
か
っ
た
こ
と
は
検
察
が
外

国
人
で
あ
る
こ
と
を
忖
度
し
、
起

訴
を
見
送
っ
た
の
で
は
な
い
か
と

思
い
ま
す
。

　
昭
和
51
年
の
日
本
籍
船
と
外
国

籍
船
の
衝
突
海
難
事
故
に
お
い
て

は
、
外
国
籍
船
の
船
長
は
判
決
が

出
る
ま
で
の
約
1
年
間
拘
留
さ
れ

て
い
る
。
今
回
の
「
ウ
ル
サ
ン
パ

イ
オ
ニ
ア
」
船
長
に
対
し
て
は
拘

留
す
る
こ
と
に
躊
躇
が
あ
っ
た
の

で
は
な
い
か
と
考
え
ら
れ
る
。
日

本
人
航
海
士
が
有
罪
で
、
外
国
人

船
長
が
無
罪
釈
放
と
は
考
え
ら
れ

な
い
。

（
声
明
文
書
は
２
面
に
掲
載
）

　
２
０
２
５
年
10
月
、
運
輸
安
全
委
員
会
は
２
０
２
１
年
５
月
に
来
島
海
峡
航
路
西
口
付
近
に
て
発
生
し
た
内
航
貨
物
船
「
白
虎
」
と
外

国
籍
船
「
ウ
ル
サ
ン
パ
イ
オ
ニ
ア
」
の
海
難
事
故
に
関
す
る
事
故
調
査
報
告
を
公
表
し
た
。

　
今
回
の
事
故
調
査
報
告
を
踏
ま
え
、
本
組
合
は
１
月
23
日
に
記
者
会
見
を
行
い
、
運
輸
安
全
委
員
会
は
事
故
発
生
か
ら
４
年
半
以
上
も

の
期
間
を
費
や
し
、
な
ぜ
調
査
報
告
が
こ
こ
ま
で
遅
れ
た
の
か
疑
義
を
生
じ
さ
せ
る
と
と
も
に
怠
慢
で
あ
る
こ
と
を
厳
し
く
指
摘
。
衝

突
に
つ
い
て
も
「
ウ
ル
サ
ン
パ
イ
オ
ニ
ア
」
の
操
船
指
示
に
よ
り
最
終
的
に
両
船
が
衝
突
し
て
い
る
が
、
報
告
で
は
「
白
虎
」
が
取
っ
た

針
路
を
殊
更
に
問
題
視
す
る
な
ど
調
査
報
告
の
分
析
内
容
に
も
問
題
が
あ
る
と
言
わ
ざ
る
を
得
な
い
。
ま
た
、
事
故
調
査
報
告
が
迅
速

に
公
表
さ
れ
て
い
れ
ば
司
法
に
よ
る
事
故
責
任
に
対
す
る
判
断
も
適
切
に
行
わ
れ
て
い
た
の
で
は
な
い
か
と
考
え
る
。

　
記
者
会
見
に
同
席
し
た
本
組
合
の
法
律
顧
問
で
あ
る
田
川
俊
一
弁
護
士
は
、
本
件
に
つ
い
て
両
者
の
責
任
は
５
対
５
と
読
め
る
。
し
か

し
、
判
決
は
日
本
人
航
海
士
が
有
罪
で
外
国
人
船
長
が
無
罪
釈
放
は
考
え
ら
れ
な
い
と
の
見
解
を
示
し
た
。

　
最
後
に
組
合
よ
り
事
故
調
査
報
告
は
極
め
て
重
要
な
要
素
で
あ
り
、
運
輸
安
全
委
員
会
の
「
迅
速
な
報
告
書
の
作
成
・
開
示
」
が
な

さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
し
て
声
明
を
公
表
し
た
。

左から立川博行政策局長、平岡英彦国内局長、田川俊一弁護士、黒田直行弁護士左から立川博行政策局長、平岡英彦国内局長、田川俊一弁護士、黒田直行弁護士左から立川博行政策局長、平岡英彦国内局長、田川俊一弁護士、黒田直行弁護士

田
川
俊
一
法
律
顧
問

田
川
俊
一
法
律
顧
問

田
川
俊
一
法
律
顧
問
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内航貨物船と外国籍船ケミカルタンカーとの海難事故
運輸安全委員会の船舶事故調査報告に対する声明

　2025年10月30日、運輸安全委員会は、2021年5月27日愛媛県今治沖の来島海峡航路西口付近で内航貨物船「白虎｣ と外
国籍船ケミカルタンカー「ULSAN PIONEER」が衝突した海難事故に関する事故調査報告を公表した。

　運輸安全委員会は、旧海難審判庁が2008年の組織改編により、公正・中立な立場から科学的かつ客観的な事故原因の究明を
行うことを目的として業務分割により設立された機関であり「事実情報の提供などの情報発信をタイムリーかつ積極的に行うとともに、
事故調査の透明性の確保から情報の開示に努める」ことを行動指針に掲げている。それにもかかわらず、最終報告は2021年5月
の事故発生から4年半以上もの期間を費やしている。

　何故、最終報告がここまで遅れたのか疑義を生じさせるとともに怠慢であると言わざるを得ない。これが海難に対する知見・専門
性を有する旧海難審判庁であればより迅速に事故調査・報告がなされたのではないかと思われる。

　事故調査報告では、衝突の原因について「ULSAN PIONEER」の航海士が無線にて「白虎」の航海士との間で避航につい
て確認していたにもかかわらず、「ULSAN PIONEER」が船長の指示により双方で確認した航法に従わず左側に大きく舵を切った
ため両船が衝突したものと考えられるとしている。

　一方、この調査報告では、「白虎」が予定通りの航路に向けて変針したことを殊更に問題視し、これが「ULSAN PIONEER」
側を混乱させたとするばかりか、人的被害拡大の要因としても「白虎」の乗組員が「白虎のような大きい船が沈むわけがない」と
考えるなど船の性能を良く認識していなかったと「白虎」側の乗組員に責任があるかのように論じている。

　しかしながら、衝突後に「ULSAN PIONEER」が船長の操船指示により後進したことで浸水・沈没を早め、「白虎」の乗組員
の避難が困難となり、人的被害の拡大を招いたと考えられるが、その問題について全く触れられていない。それだけでなく、「ULSAN 
PIONEER」が、マーチスからの指示を無視して、輻輳する航路の出入口間近を横断するようなコースを取ったことも、事故原因と
して軽視されている。

　また事故発生時の初動調査を含め十分な調査が極めて重要であると思われるが、本件に於いては運輸安全委員会による
「ULSAN PIONEER」の船長・乗組員に対する十分な調査・審問が行われたとは言い難い。

　一方、地裁・高裁の審理においても「ULSAN PIONEER」の船長に操船上の落ち度があったとしているにもかかわらず、外
国籍船の乗組員に対する調査を含め十分な審理が行われたとは言えないことへの疑念とともに、「白虎」の航海士のみに拘禁刑が
科せられたことは、公正を欠いた司法判断と言わざるを得ない。

　今回、運輸安全委員会の事故調査報告が公表されたが、その分析内容には問題もあるものの、多数の客観的資料が提供されて
おり、調査報告が迅速に行われていれば司法による事故責任に対する判断も適切に行われていたと考えられる。

　運輸安全委員会の調査報告が裁判中に公表されていたならば公正かつ十分な審理がなされ、違った判断がなされたのではないの
かと疑念がぬぐえない。

　海上交通の安全が担保され、船員が安心して海上輸送に従事できるよう、海難事故・重大インシデントに対する調査・勧告を行
う運輸安全委員会における事故調査報告は極めて重要であり「迅速な報告書の作成・開示」がなされなければならない。

　組合は、海を職場とする我々船員が不幸にして海難事故に遭遇した場合、運輸安全委員会による事実関係に基づく事故原因の究
明と因果関係などをタイムリーかつ迅速な最終報告がなされることを強く求める。

運輸安全委員会の船舶事故調査報告に対する組合の声明文書

写真提供：海上保安庁

来島海峡来島海峡来島海峡 来島海峡海上交通センター来島海峡海上交通センター来島海峡海上交通センター
（来島マーチス）（来島マーチス）（来島マーチス）
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自
治
体
の
ご
対
応
者
か
ら
は
次
の

見
解
が
示
さ
れ
た
。

和
歌
山
県

　
フ
ェ
リ
ー
は
公
共
交
通
機
関
お

よ
び
大
規
模
自
然
災
害
時
に
お

い
て
は
、
緊
急
支
援
物
資
輸
送
の

重
要
な
役
割
が
あ
る
こ
と
は
理
解

し
て
い
る
。
徳
島
市
や
和
歌
山
市

と
連
携
し
、
フ
ェ
リ
ー
の
利
用
者

増
加
に
向
け
取
り
組
ん
で
い
き
た

い
。
港
湾
使
用
料
に
つ
い
て
は
、

担
当
部
署
と
検
討
し
た
い
。
企
業

と
連
携
し
な
が
ら
航
路
の
維
持
・

存
続
へ
の
支
援
策
を
考
え
た
い
。

和
歌
山
市
・和
歌
山
市
議
会

　
和
歌
山
市
で
は
例
年
市
内
の
小

学
生
を
対
象
と
し
、
貿
易
に
関
し

職
業
体
験
を
実
施
し
て
い
る
。
船

員
税
制
に
つ
い
て
は
、
他
地
区
の

動
向
を
踏
ま
え
て
検
討
し
て
い
き

た
い
。
フ
ェ
リ
ー
航
路
の
存
続
の

重
要
性
は
理
解
し
て
お
り
、
今
年

度
も
南
海
フ
ェ
リ
ー
で
小
学
生
を

対
象
に
し
た
イ
ベ
ン
ト
を
実
施
予

定
で
あ
る
。
今
後
も
利
用
促
進
事

業
を
通
じ
て
利
用
者
の
増
加
を
図

る
対
策
と
し
て
、
和
歌
山
県
と
徳

島
県
徳
島
市
と
連
携
し
て
取
り
組

ん
で
い
き
た
い
。

泉
大
津
市
・泉
大
津
市
議
会

　
海
に
面
し
た
泉
大
津
市
で
は
、

海
に
親
し
ん
で
も
ら
え
る
よ
う
に

あ
ら
ゆ
る
取
り
組
み
を
実
施
し
て

い
る
。
サ
マ
ー
フ
ェ
ス
で
は
子
ど
も

た
ち
に
、
海
や
船
に
つ
い
て
、
広

く
知
っ
て
も
ら
う
活
動
に
取
り
組

ん
で
い
る
。
小
中
学
校
問
わ
ず
多

く
の
子
ど
も
た
ち
に
、
船
・
海
を

学
べ
る
機
会
の
創
出
に
協
力
し
て

い
き
た
い
。
船
員
税
制
に
つ
い
て

は
、
趣
旨
は
理
解
し
た
が
、
関
係

部
署
の
税
制
課
と
他
の
自
治
体
の

動
静
を
見
な
が
ら
慎
重
に
検
討
し

て
い
き
た
い
。

〈
大
阪
支
部
＝
発
信
〉

　
大
阪
支
部
は
昨
年
暮
れ
の
12
月

22
日
に
和
歌
山
県
、
12
月
25
日
に

和
歌
山
市
と
和
歌
山
市
議
会
、
今

年
１
月
６
日
に
泉
大
津
市
と
泉
大

津
市
議
会
に
海
運
・
船
員
の
政
策

諸
課
題
に
関
す
る
申
し
入
れ
を
行

っ
た
。
申
し
入
れ
に
は
執
行
部
の

ほ
か
、
新
日
本
海
フ
ェ
リ
ー
株
式

会
社
の
森
健
輔
職
場
委
員
と
南
海

フ
ェ
リ
ー
株
式
会
社
の
藏
道
正
太

郎
二
等
航
海
士
、
上
剛
史
甲
板

手
、
花
田
真
平
甲
板
手
に
同
行
し

て
い
た
だ
い
た
。

　
各
自
治
体
へ
の
申
し
入
れ
は
、

小
林
泰
之
大
阪
支
部
長
か
ら
申
し

入
れ
文
書
を
手
交
し
、
申
し
入
れ

文
書
の
内
容
を
詳
細
に
説
明
し

た
。
内
容
は
▽
船
員
の
確
保
・
育

成
の
促
進
に
つ
い
て
▽
海
に
親
し

む
活
動
の
推
進
▽
船
員
税
制
▽
フ

ェ
リ
ー
・
旅
客
船
の
維
持
・
存
続

へ
の
支
援
▽
カ
ボ
タ
ー
ジ
ュ
規
制

の
堅
持
に
つ
い
て
―
な
ど
で
、
各

気
仙
沼
市
へ
申
し
入
れ

　
１
月
29
日
、
気
仙
沼
支
部
は
菅

原
茂
気
仙
沼
市
長
へ
海
運
・
船
員

の
政
策
諸
課
題
に
関
す
る
申
し
入

れ
を
行
っ
た
。
申
し
入
れ
に
は
全

国
海
友
婦
人
会
気
仙
沼
支
部
の
小

野
寺
む
つ
代
副
支
部
長
に
同
行
い

た
だ
い
た
。
申
し
入
れ
の
主
な
内

容
は
▽
船
員
に
お
け
る
住
民
税
減

免
に
つ
い
て
▽
海
に
親
し
む
活
動

の
推
進
に
つ
い
て
―
な
ど
で
、
奈

良
章
気
仙
沼
支
部
長
か
ら
菅
原
市

長
へ
申
し
入
れ
文
書
を
手
交
し
、

内
容
を
説
明
、
強
く
要
請
し
た
。

　
菅
原
茂
市
長
か
ら
は
▽
個
人
住

民
税
は
、
個
別
の
受
益
対
価
で
は

な
く
社
会
を
維
持
す
る
た
め
の
共

通
経
費
と
し
て
の
性
質
を
有
し
て

お
り
広
く
市
民
の
方
に
負
担
し
て

い
た
だ
い
て
い
る
。
一
定
以
上
の

所
得
の
あ
る
市
民
の
方
に
所
得
に

応
じ
て
納
税
し
て
い
た
だ
い
て
い

る
。
同
様
に
特
殊
な
労
働
環
境
に

あ
る
多
職
種
と
の
間
で
負
担
の
均

衡
を
失
い
、
公
平
性
を
欠
く
こ

と
に
つ
な
が
る
恐
れ
が
あ
る
。
国

や
他
の
自
治
体
の
動
向
を
今
後
も

引
き
続
き
注
視
し
て
い
く
。
海
に

親
し
む
活
動
の
推
進
に
つ
い
て

は
、
本
市
の
基
幹
産
業
で
あ
る
水

産
業
へ
の
関
心
を
深
め
て
も
ら
う

た
め
、
気
仙
沼
港
海
事
振
興
会
に

お
い
て
「
小
中
学
校
海
洋
教
育
助

成
事
業
」
と
し
て
、
市
魚
市
場
見

学
等
に
３
校
の
小
学
５
年
生
計

１
９
０
人
へ
バ
ス
代
等
の
費
用
を

助
成
し
た
。

　
ま
た
「
小
学
生
を
対
象
と
し
た

ま
ぐ
ろ
漁
業
に
関
す
る
総
合
学

習
」
と
し
て
、
遠
洋
ま
ぐ
ろ
延
縄

漁
船
の
見
学
や
、
ま
ぐ
ろ
に
関
す

る
講
演
会
を
行
っ
た
。
他
に
も
造

船
所
の
見
学
な
ど
実
施
し
た
と
の

説
明
が
あ
り
、
最
後
に
意
見
交
換

を
行
い
、
共
通
認
識
を
図
っ
た
。

宮
古
市
へ
申
し
入
れ

　
１
月
21
日
、
岩
手
県
宮
古
市
長

に
対
し
申
し
入
れ
を
行
い
、
全
国

海
友
婦
人
会
の
三
浦
ミ
ヤ
子
宮
古

支
部
長
ほ
か
３
人
に
ご
同
行
い
た

だ
き
、
多
田
康
宮
古
市
副
市
長
に

ご
対
応
い
た
だ
い
た
。

　
多
田
副
市
長
か
ら
は
、
住
民
税

に
つ
い
て
は
居
住
地
で
課
税
さ
れ

て
い
る
が
、
船
員
優
遇
税
制
を
既

に
実
施
し
て
い
る
市
町
村
の
内
容

を
精
査
し
た
い
。
海
に
親
し
む
活

動
の
推
進
に
つ
い
て
は
、
宮
古
市

と
し
て
も
外
航
客
船
の
誘
致
に
力

を
入
れ
て
お
り
、
今
年
は
昨
年
よ

り
多
い
24
隻
の
入
港
を
予
定
し
て

い
る
他
「
海
王
丸
」
の
入
港
も
予

定
し
て
お
り
、
中
学
生
・
小
学
生

が
海
や
船
に
親
し
む
よ
う
取
り
組

み
た
い
と
の
見
解
が
示
さ
れ
た
。

そ
の
後
、
意
見
交
換
を
行
い
、
共

通
認
識
を
図
っ
た
。

〈
気
仙
沼
支
部
＝
発
信
〉

左から平野航太郎在籍専従執行部員、森健輔新日本海フェリー職場委員、左から平野航太郎在籍専従執行部員、森健輔新日本海フェリー職場委員、左から平野航太郎在籍専従執行部員、森健輔新日本海フェリー職場委員、
友井泰範副知事、小林泰之大阪支部長、藏道正太郎南海フェリー二航士、友井泰範副知事、小林泰之大阪支部長、藏道正太郎南海フェリー二航士、友井泰範副知事、小林泰之大阪支部長、藏道正太郎南海フェリー二航士、

浦口高典和歌山県議会議員、石井宏紀総合交通政策課課長浦口高典和歌山県議会議員、石井宏紀総合交通政策課課長浦口高典和歌山県議会議員、石井宏紀総合交通政策課課長

左から藤本真在籍専従執行部員、南出賢一泉大津市長、小林泰之大阪支部長、左から藤本真在籍専従執行部員、南出賢一泉大津市長、小林泰之大阪支部長、左から藤本真在籍専従執行部員、南出賢一泉大津市長、小林泰之大阪支部長、
森健輔新日本海フェリー職場委員、川﨑直也市長公室次長、肥子博税務課長、森健輔新日本海フェリー職場委員、川﨑直也市長公室次長、肥子博税務課長、森健輔新日本海フェリー職場委員、川﨑直也市長公室次長、肥子博税務課長、

岩住和弘地域経済課課長補佐岩住和弘地域経済課課長補佐岩住和弘地域経済課課長補佐

左から多田康宮古市副市長、奈良章気仙沼支部長、左から多田康宮古市副市長、奈良章気仙沼支部長、左から多田康宮古市副市長、奈良章気仙沼支部長、
全国海友婦人会の三浦ミヤ子宮古支部長、金澤テイ子宮古支部副支部長、全国海友婦人会の三浦ミヤ子宮古支部長、金澤テイ子宮古支部副支部長、全国海友婦人会の三浦ミヤ子宮古支部長、金澤テイ子宮古支部副支部長、

山根悦子さん、伊藤たつ子さん山根悦子さん、伊藤たつ子さん山根悦子さん、伊藤たつ子さん

左から西谷宣昭和歌山市教育委員会学校教育部学校教育課課長、左から西谷宣昭和歌山市教育委員会学校教育部学校教育課課長、左から西谷宣昭和歌山市教育委員会学校教育部学校教育課課長、
庄禮敏幸財政局税務部部長、坂部圭治都市建設局都市計画部部長、庄禮敏幸財政局税務部部長、坂部圭治都市建設局都市計画部部長、庄禮敏幸財政局税務部部長、坂部圭治都市建設局都市計画部部長、

森健輔新日本海フェリー職場委員、犬塚康司和歌山市副市長、小林泰之大阪支部長、森健輔新日本海フェリー職場委員、犬塚康司和歌山市副市長、小林泰之大阪支部長、森健輔新日本海フェリー職場委員、犬塚康司和歌山市副市長、小林泰之大阪支部長、
上剛史南海フェリー甲板手、花田真平南海フェリー甲板手、平野航太郎在籍専従執行部員上剛史南海フェリー甲板手、花田真平南海フェリー甲板手、平野航太郎在籍専従執行部員上剛史南海フェリー甲板手、花田真平南海フェリー甲板手、平野航太郎在籍専従執行部員

左から菅原茂気仙沼市長、左から菅原茂気仙沼市長、左から菅原茂気仙沼市長、
奈良章気仙沼支部長、小野寺むつ代全国海友婦人会気仙沼副支部長奈良章気仙沼支部長、小野寺むつ代全国海友婦人会気仙沼副支部長奈良章気仙沼支部長、小野寺むつ代全国海友婦人会気仙沼副支部長

左から藤本真在籍専従執行部員、平野航太郎在籍専従執行部員、左から藤本真在籍専従執行部員、平野航太郎在籍専従執行部員、左から藤本真在籍専従執行部員、平野航太郎在籍専従執行部員、
森健輔新日本海フェリー職場委員、小林泰之大阪支部長、大塚英一泉大津市議会議長、森健輔新日本海フェリー職場委員、小林泰之大阪支部長、大塚英一泉大津市議会議長、森健輔新日本海フェリー職場委員、小林泰之大阪支部長、大塚英一泉大津市議会議長、

村田雅利泉大津市議会副議長村田雅利泉大津市議会副議長村田雅利泉大津市議会副議長

和歌山県和歌山県和歌山県

泉大津市泉大津市泉大津市

宮古市宮古市宮古市

和歌山市和歌山市和歌山市

気仙沼市気仙沼市気仙沼市

泉大津市議会泉大津市議会泉大津市議会

各自治体へ各自治体へ
海運・船員の政策諸課題に海運・船員の政策諸課題に

関する申し入れ関する申し入れ

大阪支部大阪支部大阪支部大阪支部大阪支部大阪支部

各自治体へ各自治体へ
海運・船員の政策諸課題に海運・船員の政策諸課題に

関する申し入れ関する申し入れ

気仙沼支部気仙沼支部気仙沼支部気仙沼支部気仙沼支部気仙沼支部



2026年（令和８年）２月５日　　（4）第 3108 号 （第３種郵便物認可）

世界の平和、海の平和を願う世界の平和、海の平和を願う
戦没した船と海員の資料館

「
沖
縄
県
平
和
祈
念
資
料
館
」か
ら
の
訪
問
見
学
メ
ン
バ
ー
と
有
意
義
な
意
見
交
換

「
沖
縄
県
平
和
祈
念
資
料
館
」か
ら
の
訪
問
見
学
メ
ン
バ
ー
と
有
意
義
な
意
見
交
換

　
「
沖
縄
県
平
和
祈
念
資
料
館
」
は
、
２
０
０
０
年
の
開
館
以
降
、
初
め
て
の
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル

に
取
り
組
ん
で
お
り
、
沖
縄
戦
研
究
者
な
ど
で
構
成
す
る
監
修
委
員
会
を
組
織
し
、
い
ろ
い
ろ

な
施
設
な
ど
を
見
学
し
て
ア
ド
バ
イ
ス
を
も
ら
う
こ
と
で
、
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
を
良
い
内
容
に
し

た
い
と
、
１
月
15
日
に
「
沖
縄
県
平
和
祈
念
資
料
館
」
の
職
員
を
中
心
と
す
る
メ
ン
バ
ー
が
、

神
戸
の
全
日
本
海
員
組
合
関
西
地
方
支
部
内
に
あ
る
「
戦
没
し
た
船
と
海
員
の
資
料
館
」
を
訪

問
、
館
内
の
展
示
物
を
見
学
し
意
見
交
換
を
行
っ
た
。

合
関
西
地
方
支
部
長
）、
資
料
館

ス
タ
ッ
フ
の
岡
村
世
紀
一
さ
ん
、

大
野
信
良
事
務
局
長
と
意
見
交
換

を
行
い
、
展
示
内
容
に
つ
い
て

は
、
戦
没
船
に
関
連
す
る
保
管
資

料
で
詳
細
な
説
明
を
行
っ
た
。

　
意
見
交
換
後
「
沖
縄
県
平
和

祈
念
資
料
館
」
の
職
員
か
ら
は
、

「
戦
没
船
に
関
連
す
る
デ
ー
タ
な

ど
は
、
ス
タ
ッ
フ
が
時
間
を
か
け

て
ま
と
め
上
げ
た
努
力
が
伺
え

る
。
現
存
数
の
少
な
い
貴
重
な
資

料
も
多
く
資
料
館
の
リ
ニ
ュ
ー
ア

ル
を
進
め
て
い
く
う
え
で
大
変
参

考
に
な
り
ま
し
た
」
と
、
感
謝
が

　
「
沖
縄
県
平
和
祈
念
資
料
館
」

で
は
、
現
行
の
「
戦
時
船
舶
の
犠

牲
」
の
展
示
内
容
を
充
実
す
る
こ

と
を
検
討
し
て
お
り
「
戦
没
し
た

船
と
海
員
の
資
料
館
」
の
展
示
を

参
考
に
し
た
い
と
、
沖
縄
県
平
和

祈
念
資
料
館
主
事
の
川
満
彰
さ

ん
、
同
資
料
館
主
幹
の
比
嘉
栄
司

さ
ん
、
関
東
学
院
大
学
名
誉
教
授

の
林
博
史
さ
ん
、
恩
納
村
史
編
さ

ん
係
の
瀬
戸
隆
博
さ
ん
、
乃
村
工

藝
社
プ
ラ
ン
ニ
ン
グ
デ
ィ
レ
ク

タ
ー
齋
藤
恵
理
さ
ん
の
５
人
が
、

「
戦
没
し
た
船
と
海
員
の
資
料
館
」

の
浦
隆
幸
館
長
（
全
日
本
海
員
組

伝
え
ら
れ
た
。

沖
縄
県
平
和
祈
念
資
料
館

　
平
和
祈
念
公
園
内
に
あ
り
、
戦

争
の
犠
牲
に
な
っ
た
多
く
の
霊
を

弔
い
、
沖
縄
戦
の
歴
史
的
教
訓
を

正
し
く
後
世
に
伝
え
、
全
世
界
の

人
々
に
恒
久
平
和
の
樹
立
に
寄
与

す
る
た
め
設
立
さ
れ
た
も
の
。
人

間
の
尊
厳
を
何
よ
り
も
重
く
見

て
、
戦
争
に
つ
な
が
る
一
切
の
行

為
を
否
定
し
、
平
和
を
求
め
愛
す

る
「
沖
縄
の
こ
こ
ろ
」
を
伝
え
て

い
ま
す
。

〈
関
西
地
方
支
部
＝
発
信
〉

左からプランニングディレクター齋藤恵理さん、恩納村史編纂係瀬戸隆博さん、左からプランニングディレクター齋藤恵理さん、恩納村史編纂係瀬戸隆博さん、左からプランニングディレクター齋藤恵理さん、恩納村史編纂係瀬戸隆博さん、
沖縄県平和祈念資料館学芸員川満彰さん、大野信良事務局長、関東学院大学名誉教授林博史さん、沖縄県平和祈念資料館学芸員川満彰さん、大野信良事務局長、関東学院大学名誉教授林博史さん、沖縄県平和祈念資料館学芸員川満彰さん、大野信良事務局長、関東学院大学名誉教授林博史さん、

沖縄県平和祈念資料館主幹比嘉栄司さん、岡村世紀一さん、浦隆幸館長沖縄県平和祈念資料館主幹比嘉栄司さん、岡村世紀一さん、浦隆幸館長沖縄県平和祈念資料館主幹比嘉栄司さん、岡村世紀一さん、浦隆幸館長
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沖縄県平和祈念資料館沖縄県平和祈念資料館沖縄県平和祈念資料館

沖縄県  県営平和祈念公園
全
学
徒
隊
の
碑

全
学
徒
隊
の
碑

全
学
徒
隊
の
碑

平
和
の
火

平
和
の
火

平
和
の
火

戦没した船と海員の資料館戦没した船と海員の資料館戦没した船と海員の資料館

意見交換のようす意見交換のようす意見交換のようす

館内見学のようす館内見学のようす館内見学のようす
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